
  

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

・格付はＳ＆Ｐ社あるいはムーディーズ社のいず

れかの格付機関の低い方の格付によります。格

付がない場合は投資顧問会社が同等の信用度を

有すると判断した格付によります。

・上記のポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等(現金を含

む）の各特性値（クーポンレート、直利、最終利回り、デュレーション）

を、その組入比率で加重平均したもの。現地通貨建。

・デュレーション：金利がある一定割合で変動した場合、債券価格が

どの程度変化するかを示す指標。

資産・業種別配分
業種 純資産比

石油・ガス 16.6%
金融 10.4%
建設 7.1%
小売り 5.6%
放送 4.5%
その他の業種 47.7%

ローン計 4.7%

小売り 2.1%
容器・ガラス製品 0.7%
ヘルスケア 0.5%
レジャー 0.5%
産業設備 0.5%
その他の業種 0.5%

ボンド計 91.9%

その他の資産 3.4%
合計 100.0%

ボ

ン

ド

ロ

|

ン

資産内容 2024年3月29日 現在

ポートフォリオ特性値

平均クーポン

平均最終利回り

平均デュレーション

平均直利

5.6%

7.1%

3.9年

5.9%

9.2%

―

―

9.4%

(注1)受渡が完了していないローンに関しては、ローン市場の特性上、

クーポンレートが確定していないものがあります。(注2)ﾊｲ･ｲｰﾙﾄﾞ・ｺｰ

ﾎﾟﾚｰﾄ・ﾛｰﾝは変動金利のため平均利回り、平均ﾃﾞｭﾚｰｼｮﾝは表示し

ておりません。

(注1）

(注1）

(注2）

(注2）

ﾊｲ･ｲｰﾙﾄﾞ・
ボンド

ﾊｲ･ｲｰﾙﾄﾞ･
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾛｰﾝ

格付 純資産比

ＢＢＢ以上 9.1%

ＢＢ 54.4%

Ｂ 27.0%

ＣＣＣ 5.1%

Ｃ以下 0.0%

その他の資産 3.4%

合計 100.0%

格付別配分

ＣＣ 1.1%

組入銘柄数 ： ボンド ： 181 銘柄 12 銘柄

*1  受渡の完了していないローン

に関しては、ローン市場の特性

上、クーポンレートが確定してい

ないものがあります。

*2  ﾊｲ・ｲｰﾙﾄﾞ・ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・ﾛｰﾝは

変動金利のため最終利回りは表

示しておりません。

銘柄

NRG ENERGY INC

NUSTAR LOGISTICS LP

SBA COMMUNICATIONS CORP

IRON MOUNTAIN INC

EQM MIDSTREAM PARTNERS L

SERVICE CORP INTL

VODAFONE GROUP PLC

MATADOR RESOURCES CO

ENERGY TRANSFER LP

CITIGROUP INC

合計

業種

公益

石油・ガス

通信

建設

石油・ガス

ビジネス･サービス

通信

石油・ガス

石油・ガス

金融

種別

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

ボンド

純資産比

2.2%

1.8%

1.6%

1.4%

1.4%

1.3%

1.3%

1.3%

1.3%

1.2%

14.8%

クーポン *1

5.750%

6.375%

3.875%

5.625%

4.000%

3.375%

7.000%

5.875%

5.750%

4.700%

-

最終利回り *2

5.89%

6.24%

5.72%

6.48%

6.11%

5.91%

6.77%

5.84%

5.71%

4.81%

-

組入上位10銘柄 2024年3月29日 現在

ローン ：

ノムラ･ボンド＆ローン･ファンド

追加型投信／海外／資産複合

(月次改訂)

2024年3月29日

・上記の指数化した基準価額（分配金再投資）の推移および右記の騰落率は、当該ファンドの信託報酬

控除後の価額を用い、分配金を非課税で再投資したものとして計算しております。従って、実際のファン

ドにおいては、課税条件によって受益者ごとに指数、騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等

は考慮しておりません。

運用実績の推移

騰落率の各計算期間は、作成基準日から過去に遡った期間としております。

分配金（1万口当たり、課税前）の推移

2024年3月

2024年1月

2023年11月

2023年9月

2023年7月

10 円

10 円

10 円

10 円

10 円

騰落率

期間

3ヵ月

6ヵ月

1年

3年

ファンド

-0.5%

3.8%

3.8%

-1.6%

27.2億円純資産総額

基準価額※ 8,845 円
※分配金控除後

●信託設定日 1999年10月8日

●信託期間 2024年9月17日まで

●決算日 原則1月,3月,5月,7月,

9月,11月の各15日

（同日が休業日の場合は翌営業日）

（設定日前日＝10,000として指数化：月次）
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99/10 03/10 07/10 11/10 15/10 19/10 23/10

基準価額(分配金再投資）

基準価額

（億円）

純資産

（右軸）

（左軸）

設定来累計 6,635 円82.8%設定来

設定来=1999年10月8日以降

運用実績 2024年3月29日 現在

※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※ファンドの分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づい
て委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。

・株、ワラント、優先証券はその他の資産に含まれます。

1ヵ月 0.8%

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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●インカムゲインの確保に加え、キャピタルゲインの獲得を目指すとともに、各前期末までに金利水準、想定されるポートフォリオのインカム収入等を
基に各期の目標分配額を定め、その目標分配額の実現を目指して運用を行なうことを基本とします。

●米国市場で流通する米国ドル建てのハイ・イールド・コーポレート・ボンド※および米国市場で流通する米国ドル建てのハイ・イールド・コーポレート・
ローン※を主要投資対象とします。

※ファンドにおいて、「ハイ・イールド・コーポレート・ボンド」および「ハイ・イールド・コーポレート・ローン」とは、S&P あるいはMoodyʼs のいずれかの格付機関による格付けが投資適格
格付けに満たないか、あるいはそれと同等とみなされるコーポレート・ボンドおよびコーポレート・ローンを指します。

●高水準のインカムゲインの獲得を目指すために、ハイ・イールド・コーポレート・ボンドおよびハイ・イールド・コーポレート・ローンにバランスよく投資を
行ないます。
◆固定利付主体のハイ・イールド・コーポレート・ボンドと変動金利主体のハイ・イールド・コーポレート・ローンにバランス良く投資することにより、

金利変動による基準価額の変動リスクを抑えつつ、高水準のインカムゲインの獲得を目指します。
◆通常の状況においては、ハイ・イールド・コーポレート・ボンドおよびハイ・イールド・コーポレート・ローン各々への投資比率を高位に保つことを

基本とします。ただし、投資環境による防衛的な観点から、あるいは資金状況や解約対応等の観点から、一時的に米国国債、投資適格格付の
コーポレート・ボンドおよびコーポレート・ローン、および短期金融商品等に投資を行なう場合があります。

●運用にあたっては、コーポレートリサーチを重視した銘柄選定を基本とし、業種分類を考慮した分散ポートフォリオを構築します。
◆ハイ・イールド・コーポレート・ボンドおよびハイ・イールド・コーポレート・ローンへの投資にあたっては、企業調査およびクレジット分析により投資

機会を捉え、また、分散投資によりリスクの低減を図ることを基本とします。
◆投資にあたっては、主として米国およびカナダの企業のコーポレート・ボンドおよびコーポレート・ローンに投資しますが、一部その他の国の企業の

同様な投資対象に投資する場合があります。
◆組入資産にデフォルトが発生した場合には、原則として速やかに当該資産を売却することを基本とします。

●外貨建資産については、原則として為替ヘッジを活用し、為替変動リスクの低減を図ることを目指します。
●運用にあたっては、ノムラ・コーポレート・リサーチ・アンド・アセット・マネージメント・インクに、運用の指図に関する権限の一部を委託します。
●原則、毎年1月、3月、5月、7月、9月および11月の15日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。

分配金額は、基準価額水準にかかわらず原則として利子・配当収入等の範囲内で委託会社が決定します。ただし、基準価額水準等によっては、
分配対象額の範囲内で、売買益等を分配する場合があります。
※ファンドは目標分配額を定めておりますが、各期中の利子・配当収入等が目標分配額に満たなかった場合等には、目標分配額の分配ができない

場合があります。
＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

ファンドは、債券等を投資対象としますので、金利変動等による組入債券の価格下落や、組入債券の発
行体の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産
に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生
じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。
※ファンドの基準価額の変動要因には、この他にも、ローンの価格変動リスクなどがあります。

※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

ノムラ･ボンド＆ローン･ファンド

追加型投信／海外／資産複合

(月次改訂)

2024年3月29日

ファンドの販売会社、基準価額等については、下記の照会先までお問い合わせください。

野村アセットマネジメント株式会社
☆サポートダイヤル☆ 0120-753104（フリーダイヤル）

＜受付時間＞営業日の午前9時～午後5時

☆インターネットホームページ☆ http://www.nomura-am.co.jp/

＜委託会社＞ 野村アセットマネジメント株式会社

［ファンドの運用の指図を行なう者］

＜受託会社＞ 三菱UFJ信託銀行株式会社

［ファンドの財産の保管および管理を行なう者]

ファンドの特色

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

投資リスク

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は

【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 2024年9月17日まで（1999年10月8日設定） ◆ご購入時手数料 ご購入価額に1.1％（税抜1.0％）以内で販売会社が独自に
●決算日および 年6回の決算時（原則1月、3月、5月、7月、9月および11月の15日。 定める率を乗じて得た額
　 収益分配 休業日の場合は翌営業日）に分配の方針に基づき分配します。 ＊詳しくは販売会社にご確認ください。
●ご購入価額 ご購入申込日の翌営業日の基準価額 ◆運用管理費用 ファンドの純資産総額に年1.595％（税抜年1.45％）の率を
●ご購入単位 1万口以上1口単位（当初元本1口＝1円）または 　 （信託報酬） 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。

1万円以上1円単位 ◆その他の費用・ 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、外貨建資産
（ご購入コースには、分配金を受取る一般コースと、分配金が再投資 　 手数料 の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、
される自動けいぞく投資コースがあります。原則、ご購入後に ファンドに関する租税等がお客様の保有期間中、その都度かかります。
ご購入コースの変更はできません。） ※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前に料率・
※お取扱いコース、ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 上限額等を示すことができません。

●ご換金価額 ご換金申込日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を ◆信託財産留保額 1万口につき基準価額に0.3％の率を乗じて得た額
差し引いた価額 　 （ご換金時）

●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに換金時 上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に
および償還時の譲渡益に対して課税されます。ただし、NISA 応じて異なりますので、表示することができません。
（少額投資非課税制度）の適用対象ファンドにおいてNISAを ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

利用した場合には課税されません。なお、税法が改正された

場合などには、内容が変更になる場合があります。詳しくは

販売会社にお問い合わせください。
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（ 以下の内容は当資料作成日時点のものであり、予告なく変更する場合があります。 ）

先月の投資環境

先月の運用経過 （運用実績、分配金は、課税前の数値で表示しております。）

○月末の基準価額は前月末から66円上昇（分配金込み）しました。主に、保有していたハイ・イールド債券が上昇したことなどか
ら、基準価額は上昇しました。
○格付別配分は、BB格、B格が投資の中心です。
○業種別配分は、ハイ・イールド債券では石油・ガス、金融などを上位としました。またハイ・イールド・ローンでは小売り、容器・ガ
ラス製品などを上位としました。

○米国ハイ・イールド債券市場は、足もとはハイ・イールド債券を発行している企業の堅調な企業業績を背景に底堅く推移してお

ります。今後は、米国景気のソフトランディング（軟着陸）期待や、今後予想されるFRBによる緩和的な金融政策などが市場の下支

えになると考えています。引き続き、FRBによる金融政策やバイデン米政権による財政政策などを注視しながら、銘柄を選定して

運用を行ないます。

○米国ハイ・イールド・ローン市場については、多くのリスク資産のボラティリティ（価格変動性）が高まる中において、相対的に堅

調に推移すると見ています。一方で、デフォルト（債務不履行）率の上昇は、足元は一服しましたが、今後も注視が必要です。米

国経済の動向を注視しつつ、今後も返済の優先度等に注目しながら慎重に銘柄選択を行ない、中長期に安定的なインカム・ゲイ

ン（利子収入）をあげることを目標とします。

○当ファンドは、今後も個別発行体の信用力を調査・分析するボトムアップ・アプローチに基づいて運用を行なっていきます。ハ

イ・イールド債券とハイ・イールド・ローンが持つ価格下落リスクをできる限り回避しながら、高水準のインカム・ゲインやキャピタル・

ゲイン（値上がり益）の獲得を目指す方針です。

○個別銘柄の選択に際しては、キャッシュフロー（現金収支）が安定的な企業や良好な収益見通しが期待できる企業を中心に投

資を行なう方針です。

第147期（2024年3月16日～2024年5月15日）の目標分配額は、2023年9月29日現在の金利水準などの外部環境およびポートフォリオの利
子収入レベルを基に、信託報酬などの諸経費、為替ヘッジコストなどを考慮し、1万口当たり10円（課税前）としています。

ノムラ･ボンド＆ローン･ファンド (月次改訂)

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

追加型投信／海外／資産複合

2024年4月

今後の運用方針 (2024年3月29日 現在)

○米国10年国債利回りは、上旬は2月のISM非製造業景況指数が市場予想を下回り、米景気の減速感が強まっているとの見方

などから、利回りは低下（価格は上昇）しました。中旬は、2月のCPI（消費者物価指数）やPPI（生産者物価指数）が市場予想を上

回り、インフレ圧力の根強さが意識されたことなどを受け利回りは上昇（価格は下落）しました。下旬は、FOMC（米連邦公開市場

委員会）において年内に0.25％の利下げを3回実施するとの予想が維持され、米欧の中央銀行が2024年半ばにも利下げを開始

するとの観測が広がったことなどを受け利回りは低下し、利回りは月間でも低下しました。

○米国ハイ・イールド債券市場は、上旬は2月のISM非製造業景況指数が市場予想を下回ったことや、FRB（米連邦準備制度理

事会）議長の議会証言の内容が、市場の利下げ観測を後退させない内容であったと受け止められたことなどを背景に米金利が

低下する中で上昇しました。中旬以降もFOMCにおいて2024年内の利下げ予測が据え置かれたことを受け、米国株式市場が上

昇基調で推移したことを背景に市場心理が改善し、スプレッド（利回り格差）が縮小したことから、月間では値上がりとなりました。

○米国ハイ・イールド・ローン市場は、FOMCが2024年内に利下げを開始するとの予測から、市場心理が改善し、上昇しました。

○米国株式市場は月間では上昇となりました。上旬から中旬にかけて、AI（人工知能）向け半導体の対中国輸出について米国政

府が規制を強化するとの観測などから下落する局面があったものの、FRBのパウエル議長が利下げ開始に前向きな見解を示した

ことなどが好感され、上昇しました。下旬は、FOMCにおいて経済が好調さを持続するとの見方が示された一方、2024年の政策金

利について3回の利下げ見通しが維持されたことなどが好感され、上昇しました。

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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ノムラ･ボンド＆ローン･ファンド

追加型投信／海外／資産複合

(月次改訂)

2024年3月29日

分配金に関する留意点

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド
の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって
は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

ノムラ・ボンド&ローン・ファンド

金融商品取引業者等の名称 登録番号 

加入協会 

日本証券業 

協会 

一般社団法人 

日本投資 

顧問業協会 

一般社団法人 

金融先物 

取引業協会 

一般社団法人 

第二種金融商品 

取引業協会 

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○ 
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